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令和６年第１回串間市議会（１月臨時会）会期並びに審議日程
会期：令和６年１月２５日（木）　１日間

審　議　日　程
月　日 曜 種　別 内　　　　　　　　　　　容

１ 月 25 日 木 本会議

○会議録署名議員の指名
○会期の決定
○議案第１号及び議案第２号
　�（上程、提案理由説明、質疑、委員会付託、委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論、
採決）

令和６年第２回串間市議会（３月定例会）会期並びに審議日程
会期：令和６年２月２６日（月）から令和６年３月１９日（火）まで２３日間

審　議　日　程

１月臨時会・３月定例会

月　日 曜 種　別 内　　　　　　　　　　　容

２ 月 26 日 月 本会議
○会議録署名議員の指名
○会期の決定
○議案第３号から議案第４１号　（施政方針説明、上程、提案理由説明）

２ 月 27 日 火 休　会 議案熟読　　　　　　　　　＊一般質問通告締切　午後１時３０分
　　　　　　　　　　　　　　発言順位抽選　　　午後２時から

２ 月 28 日 水 休　会 議案熟読
２ 月 29 日 木 休　会 議案熟読
３ 月 １ 日 金 休　会 議案熟読
３ 月 ２ 日 土 休　会
３ 月 ３ 日 日 休　会
３ 月 ４ 日 月 本会議 ○市政総体に対する一般質問
３ 月 ５ 日 火 本会議 ○市政総体に対する一般質問
３ 月 ６ 日 水 本会議 ○市政総体に対する一般質問　　　＊議案質疑通告締切　午後５時
３ 月 ７ 日 木 本会議 ○市政総体に対する一般質問
３ 月 ８ 日 金 本会議 ○議案第３号から議案第４１号　（質疑、委員会付託）
３ 月 ９ 日 土 休　会
３ 月 10 日 日 休　会
３ 月 11 日 月 委員会 付託案件の審査
３ 月 12 日 火 委員会 付託案件の審査
３ 月 13 日 水 委員会 付託案件の審査
３ 月 14 日 木 委員会 付託案件の審査

３ 月 15 日 金

委員会 付託案件の審査

本会議
午後１時

○議案第３号から議案第４１号　（委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論、採決）
○認定第１号から認定第１０号
　（特別委員長報告、特別委員長報告に対する質疑、討論、採決）
○日程追加　議案第４２号及び議案第４３号
　（上程、提案理由説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決）
○日程追加　議案第４４号及び議案第４５号　（上程、提案理由説明）

３ 月 16 日 土 休　会
３ 月 17 日 日 休　会

３ 月 18 日 月 本会議 ○議案第４４号及び議案第４５号　（質疑、委員会付託）
委員会 付託案件の審査

３ 月 19 日 火
委員会 付託案件の審査

本会議
午後３時

○議案第４４号及び議案第４５号　（委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論、採決）
○日程追加　議員提出議案第３号から議員提出議案第５号
　（上程、提案理由説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決）

2串間市議会だより



令和６年１月２２日
令和５年度串間のみちを考える女性の会研修会
　宮崎河川国道事務所長を講師に招いて行われた
研修会及び国道４４８号名谷トンネルの現地視察
に参加しました。

令和６年２月７日
志布志市商工会との交流会

　串間商工会議所と志布志市商工会が平成 15 年
度から行っている交流研修事業に参加しました。

令和６年１月３１日
全国市議会議長会基地協議会第８７回総会

（東京都）
　都市センターホテルで開催された総会に出席
し、令和６年度の活動方針や事業計画、予算等に
ついて協議を行いました。

令和６年２月２１日
特別叙勲及び叙位伝達式

　旭日双光章及び正六位に叙された、元市議会議
員の故山口直嗣氏の特別叙勲及び叙位伝達式に出
席しました。

正副議長活動報告
　議長（副議長）は、議会を代表して、式
典や会議に出席するなど様々な活動を行っ
ています。その活動内容の一部をご紹介い
たします。

令和６年１月１８日
令和５年度第３回宮崎県市議会議長会定期総会
　開催市として会議の議長を務め、令和６年度の
九州市議会議長会の提出議案等についての協議や
意見交換等を行いました。

令和６年３月２２日　　自衛隊新入隊者激励会
　４月から入隊する串間市出身の３名の門出を祝
う激励会に出席しました。

令和６年４月８日
東九州自動車道「南郷～奈留」間の
新規事業化決定に伴うセレモニー

　令和６年度予算における新規事業採択を祝う式
典に参加し、結びに「万歳三唱」の発声を行いま
した。

令和６年２月２６日
名城大学女子駅伝部スポーツ合宿表敬訪問

　本市で８回目となるスポーツ合宿を行っている
名城大学女子駅伝部を表敬訪問し、記念植樹等に
参加しました。

3 串間市議会だより



市議会議員が市に対して
皆さんの生活にかかわる内容を
質問します。

市長や行政委員会に市政の状況や将来の方
針、住民生活に密接に関わる事項について
質問をすることで、今串間市ではどんなこ
とが行われているか知ることができます。

一 般 質 問

◀
動画
視聴

組
織
改
編組

織
改
編
の
目
的
は
。

地
域
振
興
施
策
の
一
元
化
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
の
推

進
強
化
、
人
口
減
少
対
策
の
推
進
、

入
札
・
契
約
事
務
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
推
進
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

本
庁
内
で
はW

i-Fi

の
接
続

が
短
時
間
で
必
要
と
な
り
不

便
で
あ
る
が
、
改
善
の
計
画
は
。
ま

た
、
図
書
館
、
文
化
会
館
、
中
央
公

民
館
等
の
公
共
施
設
は
市
民
か
ら

W
i-Fi

設
置
の
要
望
が
あ
る
が
、
今

後
の
取
組
は
。

本
庁
のW

i-Fi

は
不
具
合
が

生
じ
て
い
る
の
で
早
期
の
復

旧
に
努
め
て
い
る
。
公
共
施
設
に
つ

い
て
は
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。

行
政
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗

令
和
５
年
４
月
時
点
で
の
財

政
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
指
標

の
修
正
は
行
う
の
か
。

将
来
負
担
比
率
と
自
主
財
源

比
率
は
改
善
が
見
ら
れ
た
が

実
質
公
債
費
比
率
は
悪
化
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
今
年
度

中
に
目
標
値
の
修
正
を
行
う
。

公
共
施
設
の
財
務
管
理
の
適

正
化
が
進
ん
で
い
な
い
。
指

定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
の
検
証
や

未
利
用
財
産
の
売
払
等
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設

の
検
証
は
行
っ
て
い
な
い
。

公
用
車
の
公
売
、
土
地
の
売
払
を

行
っ
た
が
２
０
０
万
円
程
度
と
少
額

で
あ
っ
た
。
今
後
は
歳
入
確
保
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
組

新
年
度
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

取
組
は
。

今
後
も
「
脱
炭
素
先
行
地
域

づ
く
り
事
業
」、「
重
点
対
策

加
速
化
事
業
」
の
認
定
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
作
成

は
夏
休
み
を
活
用
し
て
小
中
高
生
に

限
定
し
た
募
集
を
行
っ
て
い
く
。
ま

た
、
出
前
講
座
等
を
行
っ
て
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

　

そ
の
他
、
集
落
支
援
員
の
役
割
、

地
域
連
携
組
織
の
機
能
強
化
、
自
治

会
再
編
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ ＡＡＡ

Ａ Ａ

組
織
改
編
等
に

つ
い
て

井
い で
手明

あき と
人議員

4串間市議会だより



◀
動画
視聴

能
登
半
島
地
震
に

つ
い
て

地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
学

校
対
策
に
つ
い
て
。

地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
学

校
対
策
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
等
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と

し
、
学
校
教
育
活
動
の
開
始
を
柔
軟

に
判
断
し
て
い
く
。
学
校
施
設
等
に

お
い
て
は
、
復
旧
状
況
、
通
学
路
の

危
険
箇
所
の
把
握
な
ど
に
よ
り
、
周

辺
の
公
共
施
設
等
活
用
も
考
え
ら
れ

る
。
や
む
を
得
ず
学
校
に
登
校
で
き

な
い
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
可
能

な
場
合
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た

学
習
指
導
を
行
う
な
ど
、
で
き
る
限

り
学
び
の
継
続
に
努
め
る
。

県
内
の
学
校
体
育
館
の
空
調

設
備
の
状
況
及
び
本
市
の
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
。

県
内
の
学
校
体
育
館
の
空
調

設
備
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
に
文
部
科
学
省
が

公
表
し
た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
串

間
市
を
含
め
て
９
市
で
は
設
置
さ
れ

て
お
ら
ず
、３
つ
の
町（
三
股
・
新
富
・

都
農
）
に
お
い
て
一
部
設
置
さ
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
体
育
館
に
空
調

設
備
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず

は
、
壁
や
窓
に
断
熱
性
を
確
保
す
る

工
事
が
必
要
と
な
り
、
多
額
の
費
用

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
の

設
置
は
計
画
し
て
い
な
い
。し
か
し
、

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
学
校
体
育

館
が
避
難
所
に
な
る
可
能
性
は
非
常

に
高
い
こ
と
か
ら
、
他
市
町
村
の
状

況
を
確
認
し
つ
つ
、
関
係
課
等
と
そ

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い

く
。

　
そ
の
他
の
質
問

○
本
城
小
学
校
通
学
路
に
つ
い
て
。

○�

崎
田
稲
荷
神
社
の
市
道
整
備
進
捗

状
況
に
つ
い
て
。

ＱＱＡ Ａ

◀
動画
視聴

　
能
登
半
島
地
震
を
受
け
本
市
の
防

災
、
減
災
の
取
組
に
つ
い
て
質
問
。

能
登
半
島
地
震
で
は
、
高
齢

化
が
進
み
、
80
年
以
前
に
建

て
ら
れ
た
古
い
木
造
住
宅
の
倒
壊
で

圧
死
、
窒
息
死
が
９
割
に
上
っ
た
。

串
間
市
は
県
内
で
も
耐
震
化
が
進
ん

で
い
な
い
が
、
対
策
を
急
ぐ
べ
き
で

は
な
い
か
。

耐
震
化
へ
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
の
補
助
制
度
を

活
用
し
、
耐
震
診
断
や
耐
震
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
、
診
断
結
果
に
よ
っ
て

は
改
修
や
除
却
費
用
の
助
成
な
ど
耐

震
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
負
担

と
な
る
工
事
費
用
、
所
有
者
の
高
齢

化
か
ら
耐
震
対
策
が
進
ん
で
い
な
い

た
め
、
対
象
住
宅
の
所
有
者
へ
の
周

知
に
努
め
る
。（
市
長
答
弁
）

不
明
者
の
氏
名
公
表
が
遅
れ

た
た
め
に
捜
索
活
動
に
支
障

が
出
た
が
、
串
間
市
地
域
防
災
計
画

に
お
け
る
行
方
不
明
者
の
氏
名
公
表

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

捜
索
活
動
に
支
障
を
き
た
さ

ぬ
よ
う
、
迅
速
な
氏
名
公
表

に
努
め
る
。

石
川
県
珠
洲
市
や
輪
島
市
で

は
、
水
道
管
の
破
損
が
原
因

で
断
水
が
長
期
化
し
た
が
、
本
市
の

基
幹
的
水
道
管
と
排
水
管
の
耐
震
適

合
率
は
大
丈
夫
か
。

基
幹
管
路
の
耐
震
適
合
率
は

53
・
2
％
、
水
道
管
全
体
で

は
21
・
4
％
に
な
っ
て
い
る
。

避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
の

確
保
や
避
難
所
運
営
に
つ
い

て
、
着
替
え
る
場
所
や
授
乳
す
る
場

所
等
女
性
の
目
線
が
必
要
に
な
る

が
、
担
当
部
署
に
女
性
職
員
を
配
置

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

女
性
の
視
点
は
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
今
後
十
分
に
検
討

す
る
。（
市
長
答
弁
）

本
市
の
能
登
へ
の
自
治
体
間

支
援
は
ど
う
な
る
か
。

公
益
社
団
法
人
日
本
水
道
協

会
か
ら
応
急
給
水
活
動
へ
の

派
遣
依
頼
が
あ
り
、
３
月
12
日
か
ら

31
日
の
間
、
派
遣
が
決
ま
っ
た
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
、

男
性
育
休
制
度
が
浸
透
す
れ

ば
、
男
女
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
、
働
き
や
す
く
な
り
子
育

て
し
や
す
く
な
る
と
考
え
る
が
、
取

組
は
ど
う
か
。

子
育
て
を
助
け
合
い
、
互
い

に
育
て
る
男
性
の
育
休
取
得

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
社

会
全
体
で
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。（
市
長
答
弁
）

ＱＱＱ

ＱＱ Ｑ

ＡＡ

ＡＡ Ａ Ａ

防
災
・
減
災
対
策
に

つ
い
て

今
いまえ
江　猛

たけし
議員

川
かわさき
㟢千

ち ほ
穂議員

5 串間市議会だより



◀
動画
視聴

魅
力
高
ま
る

串
間
市
の

施
策
に
つ
い
て
！

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

市
長
の
具
体
的
な
市
政
ビ

ジ
ョ
ン
と
は
。

令
和
６
年
度
は
、
本
市
が
抱

え
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

「
物
価
高
騰
な
ど
か
ら
の
地
域
経
済

の
回
復
」、「
人
口
減
少
対
策
の
取
組

強
化
」、「
持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
重
点
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
、
よ
り
力
強
く
、
的
確
に
政

策
を
展
開
す
る
。

令
和
６
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
新
年
度
計
画
と
し
て
協

議
や
検
討
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

恒
久
的
な
財
源
確
保
が
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

現
状
に
お
い
て
は
、
実
施
は
厳
し
い

と
判
断
し
て
い
る
。

第
３
子
以
降
の
み
無
償
化
に

す
る
な
ど
の
協
議
は
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。

第
３
子
以
降
の
み
を
対
象
と

し
た
給
食
費
無
償
化
、
ま
た
、

最
終
学
年
等
特
定
の
学
年
の
み
を
対

象
と
し
た
給
食
費
無
償
化
に
つ
い

て
、こ
れ
ま
で
も
検
討
し
て
い
る
が
、

財
源
確
保
に
加
え
て
、
事
務
処
理
方

法
の
変
更
な
ど
課
題
も
多
い
こ
と
か

ら
、
更
な
る
調
査
研
究
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

新
事
業
「
く
し
ま
の
魅
力
伝

え
る
保
育
体
験
事
業
」
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
。

都
市
部
の
子
育
て
世
帯
を
対

象
に
、
２
週
間
程
度
本
市
に

滞
在
し
て
も
ら
い
、
市
内
の
保
育
園

等
に
お
い
て
未
就
学
児
の
一
時
預
か

り
保
育
を
行
う
事
業
で
あ
る
。
全
国

34
自
治
体
で
実
績
が
あ
り
、
本
市
の

様
々
な
魅
力
を
知
り
愛
着
心
を
高

め
、
関
係
人
口
の
創
出
や
移
住
の
検

討
に
繋
げ
た
い
。

新
事
業
「
移
住
者
向
け
住
宅

改
修
等
支
援
事
業
」
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
。

移
住
に
よ
る
空
き
家
の
解
消

を
図
る
た
め
、
移
住
者
が
空

き
家
等
に
入
居
す
る
際
に
要
す
る
リ

フ
ォ
ー
ム
費
用
等
の
一
部
を
支
援
す

る
。
ま
た
、
概
ね
移
住
後
１
年
以
内

の
方
を
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
る

が
、
そ
の
他
の
移
住
支
援
策
や
子
育

て
支
援
策
等
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
移
住
・
定
住
へ
繋
げ
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

　
１　
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
２　
国
際
交
流
に
つ
い
て

　
３　
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
４　
市
民
病
院
に
つ
い
て

ＱＱＱ

Ｑ Ｑ

Ａ ＡＡ

Ａ Ａ

◀
動画
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生
産
年
齢
人
口
の
確
保
・
育

成
対
策
の
取
組
に
つ
い
て
。

令
和
６
年
度
市
政
運
営
に
お

い
て
「
人
口
減
少
対
策
の
取

組
強
化
」
を
重
点
施
策
と
し
て
、
Ｕ

タ
ー
ン
に
よ
る
人
口
移
動
、
移
住
定

住
の
促
進
、
若
い
世
代
の
転
出
抑
制

を
図
る
と
と
も
に
新
規
就
農
者
へ
の

経
営
支
援
等
を
通
じ
て
、
地
域
産
業

を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
。

移
住
施
策
の
課
題
と
取
組
、
特
に
若

い
世
代
の
定
住
促
進
対
策
に
つ
い
て
。

本
市
の
移
住
支
援
事
業
の
独
自
性

や
支
援
条
件
、
情
報
発
信
の
内
容

な
ど
と
移
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
と
の
ズ
レ

を
課
題
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
移
住
者
向

け
住
宅
改
修
等
支
援
事
業
施
策
の
取
組
と

と
も
に
、
若
い
世
代
の
確
保
対
策
と
し
て

給
食
費
無
償
化
支
援
対
策
に
つ
い
て
、
新

年
度
に
向
け
て
検
討
す
る
。

東
九
州
自
動
車
道
整
備
に
伴
う
福
島

港
再
整
備
計
画
の
取
組
に
つ
い
て
。

今
回
の
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え

て
、
福
島
港
の
整
備
の
重
要
性
は

十
分
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
国
・
県
を

は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
等
か
ら
情
報
収

集
を
行
い
、
要
望
活
動
を
進
め
る
。

農
用
地
減
少
の
要
因
と
対
策

の
取
組
に
つ
い
て
。

担
い
手
の
高
齢
化
や
減
少
、
農
畜

産
物
の
価
格
の
低
迷
、
生
産
資
材

等
の
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
農
業
所
得
の

確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要

な
要
因
で
あ
り
、担
い
手
へ
の
農
地
集
積
、

農
業
機
械
・
施
設
導
入
等
の
各
種
支
援
を

講
じ
、
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
。

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対
策
の

取
組
は
。

基
腐
病
抵
抗
品
種
導
入
の
支

援
、
ド
ロ
ー
ン
防
除
散
布
支
援

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
貯
蔵
庫
整

備
対
策
に
つ
い
て
は
、
制
度
事
業
の

導
入
検
討
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
今

後
の
か
ん
し
ょ
産
地
維
持
対
策
と
し

て
、
キ
ュ
ア
リ
ン
グ
施
設
等
の
導
入

計
画
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

本
市
の
防
災
対
策
で
震
度
７
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
。

各
課
が
分
野
横
断
的
に
連
携
を

図
り
、
大
規
模
災
害
時
に
適
切

に
対
応
す
る
計
画
を
検
証
し
て
対
応
す

る
。
ま
た
各
自
治
会
の
災
害
発
生
時
対

応
計
画
策
定
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
要
望
し
た
。

令
和
５
年
度
病
院
経
営
決
算
見

込
と
待
ち
時
間
解
消
の
取
組
。

現
在
の
状
況
と
し
て
は
、
経
営

健
全
化
計
画
に
対
し
、
入
院
収

益
及
び
外
来
収
益
に
つ
い
て
は
、
計
画

目
標
値
に
は
届
か
な
い
見
込
と
な
っ
て

い
る
が
、
職
員
給
与
費
や
経
費
な
ど
の

医
業
費
用
は
計
画
目
標
値
を
達
成
で
き

る
見
込
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
黒
字
決

算
を
見
込
ん
で
い
る
。
待
ち
時
間
解
消

に
つ
い
て
は
新
年
度
内
科
医
１
名
増
と

な
る
た
め
、
解
消
に
努
め
る
。

ＱＱＱＱ

ＱＱＱ

ＡＡＡＡ

ＡＡＡ

新
年
度
予
算

鈴
すずき
木博

ひろ や
也議員

菊
きくなが
永宏

ひろちか
親議員

6串間市議会だより
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市
長
の

政
治
姿
勢
に

つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

全
国
各
地
で
地
震
・
津
波
・

台
風
災
害
・
大
雨
に
よ
る
災

害
等
多
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る

中
、
串
間
市
に
お
い
て
地
域
防
災
計

画
を
策
定
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は

厳
し
い
と
思
う
。
こ
の
防
災
計
画
を

全
体
的
に
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

法
改
正
等
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
、
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。

災
害
時
の
女
性
・
妊
産
婦
・

乳
児
向
け
用
品
の
備
蓄
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

宮
崎
県
備
蓄
基
本
指
針
に
基
づ

く
目
標
値
に
は
達
し
て
い
る
。

移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
後
の

成
果
と
課
題
に
つ
い
て
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
社

会
減
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
若
年
層

の
転
出
超
過
の
抑
制
が
課
題
で
あ
る
。

移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て

串
間
独
自
の
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

少
子
化
対
策
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
を
促
進
す
る
た
め
の
３
世

代
同
居
世
帯
へ
の
新
築
等
費
用
の
支

援
・
都
市
部
の
子
育
て
世
帯
を
対
象

と
し
た
保
育
体
験
事
業
を
新
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

農
業
経
営
基
盤
の
強
化
を
促

進
す
る
た
め
の
取
組
の
現
状

に
つ
い
て
。

認
定
農
業
者
や
認
定
新
規
就

農
者
の
育
成
の
ほ
か
、
農
地

中
間
管
理
事
業
等
を
活
用
し
、
農
地

の
利
用
集
積
に
努
め
て
い
る
。

市
民
生
活
環
境
に
つ
い
て

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ

く
４
品
目
の
ご
み
処
理
を
行

政
で
処
分
で
き
な
い
か
。

保
管
場
所
や
処
理
費
用
の
課
題

も
あ
る
が
、
今
後
関
係
者
協
議

に
て
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

市
民
病
院
に
つ
い
て

経
営
健
全
化
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
。

今
後
、
経
営
健
全
化
計
画
の
進

捗
状
況
を
管
理
し
な
が
ら
経
営

健
全
化
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

事
業
管
理
者
と
院
長
の
兼
務

に
つ
い
て
大
変
ハ
ー
ド
な
業

務
で
あ
る
が
、
事
業
管
理
者
を
全
国

か
ら
募
集
す
る
考
え
は
な
い
か
。

病
院
経
営
の
責
任
者
で
あ
る

事
業
管
理
者
と
院
長
の
職
務

を
全
う
し
た
い
。

　
そ
の
他
、
自
殺
や
い
じ
め
、
問
題

行
動
・
不
登
校
の
実
態
に
つ
い
て
・

給
食
調
理
場
の
運
営
に
つ
い
て
・
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
質
問
を
し

ま
し
た
。

ＱＱＱＱ

ＱＱ Ｑ Ｑ

ＡＡＡＡ

Ａ Ａ Ａ Ａ
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自
主
財
源
の
少
な
い
串
間
市

の
財
政
状
況
に
お
い
て
、
本

年
度
の
予
算
は
、
ほ
と
ん
ど
が
い
わ

ゆ
る
箱
物
に
充
当
さ
れ
て
い
る
が
、

市
政
に
ひ
ず
み
が
生
じ
な
い
も
の

か
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

状
況
、
出
生
率
の
低
下
、
５
年
後
10

年
後
の
将
来
の
人
口
推
移
、
働
き
手

の
著
し
い
減
少
、
将
来
の
展
望
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
つ

い
て
は
、
未
来
へ
の
投
資
や

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
。

観
光
誘
致
に
対
す
る
目
的

は
、
外
貨
を
市
内
に
落
と
さ

せ
る
事
が
重
要
で
あ
り
、
都
井
岬
や

道
の
駅
を
活
用
す
る
う
え
で
の
工
夫

し
た
取
組
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
岬
に
遊
具
や
遊
歩
道
、
道
の
駅

の
パ
ラ
ペ
ッ
ト
を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
看

板
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て
遊

具
の
整
備
や
観
光
Ｐ
Ｒ
も
含

め
検
討
す
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
に
つ

い
て
、
通
学
距
離
に
よ
っ
て

自
転
車
通
学
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
全
生
徒
を
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
利
用
と
し
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
。
現
状
は
自
家
用
車
で
の
送

り
迎
え
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
生
徒
達
や
家
族
の
希
望
を

調
査
し
て
み
て
も
良
い
の
で
は
。

現
在
の
台
数
で
は
、
生
徒
全

員
バ
ス
通
学
を
実
施
す
る
こ

と
は
困
難
で
、
今
後
、
生
徒
数
の
状

況
等
を
確
認
し
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

全
国
的
に
ネ
コ
の
保
護
活
動

が
行
わ
れ
て
お
り
、
市
内
に

お
い
て
も
活
動
す
る
団
体
が
存
在
す

る
が
、
全
国
展
開
で
低
価
格
で
の
避

妊
、
去
勢
手
術
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な

ど
を
行
っ
て
い
る
「
宮
崎
さ
く
ら
猫

基
金
」
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
市
の

金
銭
的
な
負
担
は
な
く
、
行
政
が
窓

口
と
し
て
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
等
を

行
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る

が
。

今
後
、
検
討
を
し
て
い
く
。

ＱＱ

ＱＱ

ＡＡ

ＡＡ

将
来
へ
の
展
望

坂
さかなか
中喜

よしひろ
博議員

瀬
せ お
尾俊

としろう
郎議員

7 串間市議会だより
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地
震
、
津
波
被
害
を
受
け
る
地
域

の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

東
九
州
自
動
車
道
に
よ
る
広

域
的
な
防
災
ネ
ッ
ト
形
成
を

は
じ
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

や
、
特
に
津
波
被
害
を
受
け
る
地
域

に
お
き
ま
し
て
は
、
津
波
避
難
タ

ワ
ー
の
設
置
や
避
難
経
路
等
の
整
備

促
進
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
全
般
に
つ
い
て
、
施
設

等
の
更
新
に
か
か
る
「
補
助

の
拡
大
」、
ま
た
、
生
産
現
場
に
お

け
る
問
題
解
決
の
「
手
立
て
」
等
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

農
業
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ

て
、
施
設
や
機
械
等
の
更
新

が
必
須
で
あ
る
。
関
係
機
関
、
団
体

と
も
連
携
し
、
生
産
者
の
負
担
軽
減

と
産
地
維
持
強
化
に
努
め
る
。

人
口
減
少
の
歯
止
め
に
体
験

型
観
光
農
園
を
推
進
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

魅
力
あ
る
農
業
の
情
報
発
信

や
交
流
人
口
増
等
に
結
び
付

け
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
担
い
手
不
足
で

産
地
維
持
が
危
ぶ
ま
れ
る
現
状
に
お

い
て
、
市
内
外
か
ら
の
積
極
的
な
受

入
や
地
域
・
文
化
の
枠
を
超
え
た
交

流
の
場
と
し
て
も
期
待
で
き
、
担
い

手
確
保
・
育
成
を
図
る
。

東
九
州
自
動
車
道
の
進
捗
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

土
地
開
発
公
社
に
お
い
て
、
用

地
交
渉
・
契
約
を
行
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
、
令
和
４
年
約
２
億
円
分
全

て
完
了
し
１
０
１
筆
を
取
得
、
令
和
５

年
予
算
額
約
１
億
円
分
の
執
行
状
況
が

約
６
０
０
０
万
円
の
契
約
が
完
了
（
15

筆
）。
関
係
者
の
ご
理
解
、
ご
協
力
で
円

滑
に
用
地
交
渉
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

移
住
対
策
に
令
和
４
年
約
５
０
８

万
円
、
令
和
５
年
４
８
７
万
円
の

予
算
。
そ
の
成
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

相
談
件
数
は
令
和
４
年
59
件
、
令

和
５
年
87
件
で
あ
り
、
移
住
者
数

に
つ
い
て
は
令
和
４
年
２
名
、
令
和
５
年

度
が
５
名
で
あ
る
。
移
住
者
は
多
く
の
希

望
を
持
ち
つ
つ
も
、
一
方
で
は
暮
ら
し
や

仕
事
の
面
で
不
安
を
抱
え
る
方
も
少
な
く

な
い
。
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
き
め
細
や
か
に

対
応
し
、
移
住
相
談
等
を
専
属
的
か
つ
継

続
的
に
行
う
人
材
や
組
織
の
存
在
は
、
移

住
政
策
上
有
益
で
あ
り
、
効
果
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

商
工
観
光
全
般
に
つ
い
て
ど

ん
な
状
況
な
の
か
。

今
年
度
の
道
の
駅
く
し
ま
の

入
込
客
数
に
つ
き
ま
し
て

は
、
前
年
同
月
と
比
較
し
て
約
54
・

6
％
増
、
串
間
温
泉
い
こ
い
の
里
は

8
・
4
％
増
、
都
井
岬
の
入
込
客

数
は
15
万
７
５
６
５
人
で
、
約
12
・

3
％
の
増
で
あ
り
、
今
後
も
経
営
安

定
化
に
向
け
、
指
定
管
理
者
と
連
携

し
た
誘
客
促
進
に
取
り
組
む
。

Ｑ

ＱＱ

ＱＱＱ ＡＡＡ

ＡＡＡ

市
長
の

政
治
姿
勢
に

つ
い
て

入
札
制
度
改
革
は
透
明
性
公

平
性
を
担
保
し
つ
つ
、
市
内

事
業
者
育
成
の
観
点
も
大
変
重
要
。

い
わ
ゆ
る
弱
肉
強
食
の
競
争
入
札
の

み
で
は
、
市
内
の
中
小
零
細
企
業
は

淘
汰
さ
れ
か
ね
な
い
。
見
解
は
。

地
場
産
業
振
興
の
観
点
や
、

災
害
時
の
迅
速
対
応
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
考
慮
す
る
こ
と
が
重

要
。
こ
の
点
も
踏
ま
え
検
討
委
員
会

へ
諮
問
し
検
証
し
て
も
ら
う
。

日
南
市
の
工
業
団
地
整
備
計

画
や
都
城
志
布
志
道
路
整
備

が
進
む
中
で
、
本
市
の
企
業
誘
致
は

ど
う
取
り
組
む
か
。

市
内
の
既
存
企
業
に
影
響
を

与
え
な
い
、
か
つ
串
間
・
日

南
地
区
で
求
職
者
の
多
い
事
務
系
の

企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞
り
誘
致
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
労
働
力
の
安
定

確
保
が
、
新
た
な
課
題
の
一
つ
。

新
副
市
長
に
ど
の
よ
う
な
役

割
を
期
待
し
て
い
る
か
。

マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

と
な
る
本
市
の
信
頼
回
復
、

現
在
展
開
し
て
い
る
政
策
推
進
の
た

め
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待

し
て
い
る
。

市
木
の
藤
地
区
で
多
額
の
私

財
を
投
じ
て
津
波
避
難
場

所
・
避
難
道
を
整
備
さ
れ
た
谷
口
さ

ん
へ
、
市
か
ら
感
謝
状
を
送
る
べ
き

で
は
。心

よ
り
感
謝
し
て
お
り
、
貢

献
に
際
し
感
謝
状
贈
呈
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。（
３
月
12
日
に

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
）

現
消
防
庁
舎
は
消
防
・
救
助

訓
練
施
設
の
不
足
が
課
題
の

一
つ
。
新
庁
舎
で
は
そ
の
施
設
や
ス

ペ
ー
ス
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
の

か
。

新
庁
舎
は
現
庁
舎
と
同
様
に

訓
練
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
配

置
す
る
。
屋
上
訓
練
の
ほ
か
、
防
火

水
槽
と
放
水
壁
も
整
備
し
訓
練
可
能

な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

ＱＱ Ｑ

ＱＱ

ＡＡＡ

ＡＡ

◀
動画
視聴

ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に

変
え
て
い
こ
う
。

木
きしろ
代誠

せいいちろう
一郎議員

野
の べ
辺俊

しゅんろう
郎議員

8串間市議会だより



◀
動画
視聴

人
口
減
対
策
、
物
価
高
騰
対
策
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
。

「
人
口
減
少
対
策
の
取
組
強
化
」

を
重
点
施
策
に
位
置
づ
け
る
。

　
施
設
園
芸
の
新
設
に
係
る
経
費
と
サ

ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対
策
、
畜
産
分
野
に

は
子
牛
価
格
の
低
迷
や
配
合
飼
料
、
生

産
資
材
の
高
騰
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

　

市
内
商
工
業
者
の
新
た
な
創
業
や

事
業
拡
大
に
つ
い
て
も
地
域
経
済
に

波
及
さ
せ
る
た
め
の
取
組
を
進
め
る
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
冷
凍
施
設
、

燃
油
代
、
資
材
の
支
援
を
行
う
。

官
製
談
合
再
発
防
止
策
に
つ

い
て
。

外
部
有
識
者
で
構
成
す
る
「
串
間
市

入
札
制
度
検
討
委
員
会
」
で
入
札
制

度
の
あ
り
方
等
、
幅
広
い
視
点
か
ら
検
証
し
て

い
き
、
市
民
へ
の
信
頼
回
復
に
繋
げ
て
い
く
。

防
災
行
政
に
つ
い
て
。

自
助
共
助
公
助
は
各
種
訓
練
や
講

話
を
し
て
自
主
防
災
組
織
の
強
化

を
図
り
、
共
助
の
強
化
に
取
り
組
む
。

地
域
交
通
の
利
用
者
に
つ
い

て
。

令
和
５
年
度
は
１
万
７
０
０
０
人
、

前
年
比
１
０
４
・
9
％
と
見
込
ん

で
い
る
が
、
厳
し
い
状
況
は
続
い
て
い
る
。

市
民
病
院
の
令
和
５
年
度
決

算
見
込
に
つ
い
て
。

入
院
収
益
は
令
和
４
年
度
と
比

較
で
９
４
０
０
万
円
の
増
収
、

外
来
収
益
は
３
５
０
０
万
円
の
減
少
と

な
る
。
給
与
費
は
令
和
４
年
度
比
較
で

１
億
９
９
０
万
円
減
、
材
料
費
は
43
万
円

の
増
加
、
経
費
に
つ
い
て
は
２
７
０
０
万

円
の
減
少
で
あ
る
が
、
今
後
も
経
営
健

全
化
計
画
に
定
め
た
目
標
達
成
に
向
け

て
努
力
す
る
。
医
師
確
保
に
つ
い
て
も

医
大
等
へ
訪
問
し
て
要
請
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
広
島
駅
物
産
展
に
つ
い

て
。

一
定
の
効
果
が
あ
り
、
来
年

も
継
続
し
て
取
組
に
育
つ
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
。

キ
ャ
ン
プ
合
宿
に
つ
い
て
。

97
団
体
７
７
０
０
人
の
合
宿

等
の
見
込
が
あ
り
、
増
加
傾

向
に
あ
り
、
地
元
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等

の
交
流
に
つ
い
て
も
合
宿
団
体
と
具

体
的
情
報
を
交
換
し
て
い
く
。

他
に
つ
い
て
は

　
・�

学
力
向
上
の
現
状
、「
協
働
的

な
学
び
」
の
一
体
的
な
充
実
、

通
学
路
の
防
犯
灯
に
つ
い
て

　
・�

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
の

準
備
状
況
、
予
算
等
に
つ
い
て

　
・�

串
間
市
民
総
合
体
育
館
改
修
に
つ
い
て

　
・
建
設
業
の
２
０
２
４
年
問
題

　
・
市
制
施
行
70
周
年
に
つ
い
て
の
取
組

　
・
人
生
１
０
０
年
を
見
据
え
た
支
援
内
容

に
つ
い
て
質
問
し
、
市
の
対
応
を
聞

き
ま
し
た
。

Ｑ

ＱＱ

ＱＱＱＱ ＡＡＡＡＡ

ＡＡ

市
長
の

政
治
姿
勢
に

つ
い
て

◀
動画
視聴

こ
ん
な
世
界
・
日
本
・
串
間
で
よ
い
の
か
？

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
、
ガ
ザ
へ
の
無
差
別
攻
撃
、

空
前
の
規
模
で
格
差
は
広
が
り
世
界

の
１
％
の
超
富
裕
層
に
富
の
38
％
が

集
中
、
下
位
50
％
の
資
産
は
２
％
に

過
ぎ
な
い
。
気
候
危
機
の
深
刻
化
が

人
類
の
前
途
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

　
物
価
高
に
裏
金
問
題
や
実
態
が
伴

わ
な
い
株
高
、
無
策
の
岸
田
内
閣
の

支
持
率
は
14
～
20
％
台
に
続
落
、
即

刻
辞
職
す
べ
き
で
す
。

可
能
な
取
組
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。

入
札
妨
害
事
件
、
市
長
の
責
任
は
！

入
札
妨
害
事
件
で
堀
口
被
告

の
裁
判
が
始
ま
り
ま
し
た
。
起

訴
内
容
を
認
め
、
論
告
で
は
「
市
長

と
親
交
が
深
く
、
市
政
へ
の
影
響
を

拡
大
し
て
い
た
」
と
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
監
督
責
任
で
な
く
島
田
市
長

の
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
？

抜
本
的
な
再
発
防
止
策
を
策

定
す
る
。

人
口
減
、
保
育
料・学
校
給
食
費
無
償
化
を
！

串
間
市
の
人
口
は
過
去
10
年

間
で
20
％
減
、
２
０
５
０
年

に
は
「
半
数
割
れ
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
出
生
数
は
69
人
、

死
者
は
３
９
８
人
、
転
入
・
転
出
差

引
４
８
０
人
減
で
人
口
減
は
深
刻
で

す
。
日
南
市
な
ど
他
の
自
治
体
で
広

が
っ
て
い
る
保
育
料
・
学
校
給
食
費

の
無
償
化
等
で
子
育
て
支
援
を
実
施

す
べ
き
で
す
。

人
口
減
少
対
策
に
取
り
組

む
。

令
和
５
年
４
月
に
遡
っ
て
会
計
年
度

職
員
給
与
改
定
せ
よ
！

市
役
所
で
働
く
37
％
・

１
５
９
名
は
会
計
年
度
任
用

職
員
（
非
正
規
雇
用
）
で
す
。
人
事

院
は
初
め
て
正
規
職
員
と
差
別
せ
ず

「
令
和
５
年
４
月
に
遡
っ
て
実
施
せ

よ
」
と
の
「
勧
告
」
を
行
い
、
総
務

省
も「
財
政
措
置
も
し
て
あ
る
」、「
差

別
な
く
実
施
せ
よ
」
と
の
通
知
を
だ

し
て
い
ま
す
。

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

文
化
会
館
ト
イ
レ
の
洋
式
化

は
？

令
和
６
年
度
改
修
（
予
算
１
６
４

４
万
円
）
を
予
定
し
て
い
る
。

改
定
さ
れ
る
介
護
・
後
期
高

齢
保
険
料
は
？

介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
年
額

６
０
０
０
円
減
の
６
万
円
、
９

段
階
か
ら
13
段
階
に
な
る
約
２
４
０
人
は

負
担
増
に
な
る
。
後
期
高
齢
均
等
割
は
年

３
３
０
０
円
増
の
５
万
１
７
０
０
円
に
。

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

ＡＡ

ＡＡＡＡ

２
０
５
０
年
、

串
間
市
消
滅
の
危
機
？

人
口
も「
働
き
手
」も

「
半
数
割
れ
」

児
こだま
玉征

まさたけ
威議員

岩
いわした
下幸

ゆきよし
良議員
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常任委員会議案審査報告
令和６年１月臨時会の主な議案・予算内容

３月議会の主な議案・予算内容

低所得世帯支援金給付事業（追加交付分）�（8502万４千円）

病院事業会計貸付金� （３億円）

　物価高に伴う支援として、住民税均等割のみ課税世帯に対して１世帯当たり１０万円、低所得
の子育て世帯に対して児童１人当たり５万円の支援金を給付する。

　串間市病院事業会計において、資金が不足する見込みがあることから、一般会計から長期の貸
付けを行う。

串間市消防庁舎整備事業� （３億960万円）

　洪水浸水想定区域内にある現消防庁舎を安全な高台に移転し、市民の生命・財産を守るため整
備する。

福島小学校長寿命化改良事業� （１億8379万円）

　福島小学校の長寿命化工事を行うことで、維持管理費用の縮減、生徒児童の安全確保を図る。

串間市民総合体育館施設改修事業� （２億6106万６千円）

　串間市民総合体育館の床改修及び LED化等の工事を行う。

育成牛導入支援事業� （600万円）

　繁殖センターが飼養管理する育成牛（妊娠牛）の払下げによる導入費の一部を支援する。

串間市長組織の設置及び分掌事務に関する条例の一部を改正する条例
　地域振興施策を一体的に展開し、人口減少対策に的確に対応していくための組織再編を行う。

公営住宅整備事業� （６億7149万円）

　建築後 50年を超えた市営あさひが丘住宅の建替を行い、周辺の老朽した公営住宅からの移転
先として整備する。

令和５年度補正予算

令和５年度補正予算

条例

がんばっどふるさと応援基金推進事業� （10億200万円）

　ふるさと納税の市外からの寄付金の獲得と返礼品の充実、地場産業の振興を図り、寄付金 20
億円を目指す。

令和６年度当初予算

10串間市議会だより



主な意見
令和５年度一般会計補正予算
⃝�　ふるさと納税の受入額も含めた歳入増加
について、基金に積み立てるだけでなく、市
民生活を支援する事業の財源として活用す
べき。

⃝�　病院事業会計への３億円の追加貸付につ
いて、経営健全化計画に基づく取組や診療体
制の充実といった取組により、一時借入が今
後生じないよう安定した経営を目指すべき。

令和６年度一般会計予算
⃝�　病院事業会計貸付金利子収入について、基
金繰替運用分は無利子とのことだが、今後は

繰替運用分についても利子の設定を検討す
べき。

⃝�　ふるさと納税を財源とする人口減少対策
の新規事業について、対象者や要件などの内
容を精査し、効果が十分に発揮されるよう取
り組むべき。

⃝�　常勤監査委員の給料について、常勤特別職
の職務内容に見合っていないと考えられる
ため、県内の状況等を調査して改定を検討す
べき。

条例
⃝�　串間市長の内部組織の設置及び分掌事務
に関する条例の一部を改正する条例につい
て、事務移管にあたり、集約後の事務が円滑
に行われるよう努めるべき。

主な意見
令和５年度補正予算
⃝�　中央公民館の体育館天井照明の取り換え
工事を約４９０万円で実施している。緊急と
のことで随意契約しているが、１２月に故障
が発生し３月工事完了であることから緊急
とは言い難く、指名競争入札にすべきであっ
た。

令和６年度予算
⃝�　野球場スコアボード（バックスクリーン）
床に空いた穴を修繕する工事において、１１
月に発覚した時点で早急に対応すべきで
あった。

⃝�　福島高校生を対象とした台湾派遣研修事
業では、１年生１５名程度を計画していると
のこと。今後は人数制限せず希望する生徒全
員が経験できる計画を検討すべき。

⃝�　４月から受託業者が変更となる給食セン
ターの体制において、１５名体制が必要な中
で現状（令和６年３月１５日時点）では９名
の確保に留まっているため、早急に人員確保
に努めるべき。

⃝�　総合体育館改修事業において、全国的な建
築資材の需要増による工期の遅れが生じな
いよう期間的余裕をもって取り組むべき。ま
た、可能な限り市内業者の育成に配慮した入
札にすべき。

主な意見
令和５年度補正予算
⃝�　浄化槽設置整備事業の事業補助金につい
て、普及促進のため、工事費等への補助がで
きるよう上乗せについて検討すべき。

⃝�　生活者支援プレミアム商品券事業の繰越
明許費について、１２月補正で計上されたも
ので、速やかな予算執行に取り組むべき。

令和６年度予算
⃝�　農業委員及び農地利用最適化推進委員の
報酬について、業務量に応じた引き上げにつ
いて検討すべき。

⃝�　農地耕作条件改善事業について、農業機械

の大型化により、農道整備の改修・改良の要
望が多くなったため、重点的に行うべき。

⃝�　市有林の再造林については、杉以外の針葉
樹や広葉樹についても植栽に取り組み、民間
に対しても同様の取組を推進すべき。

⃝�　企業立地促進事業について、地元産業の振
興につながる企業や若者が働きたいと思え
る企業の誘致に取り組むべき。

⃝�　公営住宅整備事業について、新設の縮小化
を図っているとのことだが、今後も住宅事情
に応じて計画的に行うべき。

⃝�　水道事業について、災害対策として耐震管
の整備強化に早急に取り組むべき。

総務常任委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

委員長  瀬尾 俊郎

委員長  木代 誠一郎

委員長  野辺 俊郎
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認定第１号 令和４年度串間市一般会計歳入歳出決算の認定について 原案
認定

3月
15日

市長
提出 決算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

認定第２号 令和４年度串間市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決
算の認定について

原案
認定

3月
15日

市長
提出 決算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

認定第３号 令和４年度串間市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

原案
認定

3月
15日

市長
提出 決算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認定第４号 令和４年度串間市病院事業会計決算の認定について 原案
認定

3月
15日

市長
提出 決算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認定第５号 令和４年度串間市水道事業会計決算の認定について 原案
認定

3月
15日

市長
提出 決算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

認定第６号 令和４年度串間市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定
について

原案
認定

3月
15日

市長
提出 決算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認定第７号 令和４年度串間市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

原案
認定

3月
15日

市長
提出 決算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認定第８号 令和４年度串間市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定
について

原案
認定

3月
15日

市長
提出 決算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認定第９号 令和４年度串間市介護保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の
認定について

原案
認定

3月
15日

市長
提出 決算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

認定第１０号 令和４年度串間市市木診療所特別会計歳入歳出決算の認定につい
て

原案
認定

3月
15日

市長
提出 決算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

市
長
提
出
議
案

議案第１号 令和５年度串間市一般会計補正予算（第９号） 原案
可決

1月
25日

市長
提出 予算 ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第２号 串間市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例 原案
可決

1月
25日

市長
提出 条例 ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

令和６年３月　第２回串間市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員評決

令和６年１月　第１回串間市議会臨時会　議案等の審議結果及び各議員評決

令和６年３月定例会・討論

認定第１号に対する討論
　令和４年度に入札を行った消防庁舎整備基本計画策定業
務と関係する消防庁舎新築工事設計業務での入札妨害事件
が発生しています。

　議会としても 100 条委員会など設置して事件の全容を解明し、
競争原理が働く公明・公正・ガラス張りの入札制度に改革すべき
です。

（児玉征威）

認定第２号に対する討論
　国保税は、所得に関係なくとられている均等割・平等割
のため、協会けんぽの２倍と高額になっており、全国知事・
市長会も公費負担の１兆円増額を求めています。１億円以

上ある令和４年度黒字の基金を活用し、１世帯１万円の引下げを
実施すべきです。

（児玉征威）

認定第５号に対する討論
　９市で一番高い水道料金、令和４年度も１億 448 万円
の黒字。物価高で大変です。引下げを求めます。

（児玉征威）

認定第９号に対する討論
　８期の介護保険料、上げ過ぎで毎年黒字です。黒字の基
金は２億 8689 万円になります。介護保険料の引下げを
求めます。

（児玉征威）

議案第６号に対する討論
　３月末で返済すべき３億円の一時借入金について、資金
不足のため市中銀行からの一時借入で返済するとの答弁が
ありましたが、「一時借入金の原則」に反するため、一般
会計からの貸付予算の追加提案を行って返済すべきです。

（児玉征威）

議案第 13号に対する討論
　入札改革案も決まらない中、消防庁舎建設費 12 億
4266 万円をはじめ、約 30億円もの史上最高額の公共事
業予算を提案しています。

　必要なものを選択して抜本的に見直し、市の人口減少が急激に
進む中、喫緊の課題である子育て支援に財源を活用すべきです。

（児玉征威）

議案第 15号に対する討論
　物価高で年金は上がらないのに、後期高齢者の保険料が
来年度から所得割１％増の 10.08％、均等割 3300 円増
の５万1700円に値上げします。値上げは中止すべきです。

（児玉征威）

議案第 22号に対する討論
　監督責任をとると「市長給与の３割、３カ月減給」を提
案していますが、いま問われているのは「監督責任」でな
く「島田市長の責任」です。

（児玉征威）

議案第 27号及び議案第 32号に対する討論
　市の職員の 37％は会計年度任用職員です。人事院もこ
の実態を調査、一般職員と同様、令和５年４月に遡って勤
勉手当の支給等の改善を実施するよう勧告しました。総務
省も２回にわたって実施するよう通達・指導を行っており、
勧告に従い取り組むべきです。

（児玉征威）

反対

反対

反対

反対

反対

反対

反対

賛成
（意見を

付して）

賛成
（意見を

付して）
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議案第３号 令和５年度串間市一般会計補正予算（第１０号） 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第４号 令和５年度串間市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第
５号）

原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第５号 令和５年度串間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第６号 令和５年度串間市病院事業会計補正予算（第２号） 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第７号 令和５年度串間市水道事業会計補正予算（第４号） 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８号 令和５年度串間市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号） 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９号 令和５年度串間市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１０号 令和５年度串間市漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１１号 令和５年度串間市介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第５号） 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１２号 令和５年度串間市市木診療所特別会計補正予算（第３号） 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１３号 令和６年度串間市一般会計予算 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第１４号 令和６年度串間市国民健康保険特別会計（事業勘定）予算 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１５号 令和６年度串間市後期高齢者医療特別会計予算 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第１６号 令和６年度串間市病院事業会計予算 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１７号 令和６年度串間市水道事業会計予算 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１８号 令和６年度串間市下水道事業会計予算 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第１９号 令和６年度串間市介護保険特別会計（事業勘定）予算 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第２０号 令和６年度串間市市木診療所特別会計予算 原案
可決

3月
15日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第２１号 串間市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第２２号 串間市市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第２３号 串間市職員定数条例の一部を改正する条例 原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第２４号 串間市職員特殊勤務手当支給条例の一部を改正する条例の一部を
改正する条例

原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第２５号 串間市長の内部組織の設置及び分掌事務に関する条例 原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第２６号 串間市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第２７号 串間市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例

原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第２８号 串間市犯罪被害者等支援条例 原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第２９号 串間市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例 原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第３０号 串間市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第３１号 串間市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第３２号 串間市病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を
改正する条例

原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第３３号 串間市監査委員条例の一部を改正する条例 原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第３４号 串間市子ども・子育て支援推進委員会設置条例の一部を改正する
条例

原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第３５号 串間市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例

原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第３６号 串間市介護保険条例の一部を改正する条例 原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第３７号 串間市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第３８号 公の施設に関する条例の一部を改正する条例 原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第３９号 串間市農業集落排水処理施設条例及び串間市漁業集落排水処理施
設条例の一部を改正する条例

原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第４０号 串間市上下水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一
部を改正する条例

原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第４１号 串間市水道布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技
術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例

原案
可決

3月
15日

市長
提出 条例 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第４２号 副市長の選任につき議会の同意を求めることについて 原案
同意

3月
15日

市長
提出 その他 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第４３号 教育長の任命につき議会の同意を求めることについて 原案
同意

3月
15日

市長
提出 その他 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第４４号 令和５年度串間市一般会計補正予算（第１１号） 原案
可決

3月
19日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第４５号 令和５年度串間市病院事業会計補正予算（第３号） 原案
可決

3月
19日

市長
提出 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議
員
提
出
議
案

議員提出議案第３号 串間市議会委員会条例の一部を改正する条例 原案
可決

3月
19日

議員
提出 条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議員提出議案第４号 串間市議会ハラスメント防止条例 原案
可決

3月
19日

議員
提出 条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議員提出議案第５号 串間市議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例 原案
可決

3月
19日

議員
提出 条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

令和６年３月　第２回串間市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員評決
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　令和６年３月定例会では、議員提出議案として以下の３件の議案が提出され、採
決の結果、原案のとおり可決されました。
　議員提出議案第４号及び議員提出議案第５号は、議会におけるハラスメント防止
に関するもので、今後、議員研修等の取組を進めていきます。

議員提出議案第３号
串間市議会委員会条例の一部を改正する条例
　串間市長の内部組織の設置及び分掌事務に関する見直しに伴い、常任委員会の所管等を
定める第２条において、文教厚生委員会の所管のうち「市民生活課」を「市民協働課」に
改めるもの。

議員提出議案第４号
串間市議会ハラスメント防止条例
　議員間のハラスメント及び議員による市長等に対するハラスメントの防止に関し必要な
措置等を講じ、全ての議員及び市長等が個人としての尊厳を尊重されることで、信頼され
る議会の実現を目指し、議員の責務や研修等について定める条例を制定するもの。

議員提出議案第５号
串間市議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例
　串間市議会ハラスメント防止条例の制定にあたり、政治倫理基準の遵守を定める第３条
に、ハラスメントに関しては串間市議会ハラスメント防止条例を遵守しなければならない
旨のただし書を加えるもの。

　

３
月
30
日
に
開
催
し
た
議

会
報
告
会
に
お
い
て
行
わ
れ

た
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
か

ら
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
質
疑
応
答
・
意

見
交
換
内
容
を
含
む
実
施
報

告
書
に
つ
い
て
は
、
議
会
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
議

会
に
対
す
る
関
心
が
低
い
と

い
う
結
果
が
出
て
い
る
が
、

ど
う
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

議
会
報
告
会
に
つ
い

て
、
今
後
は
学
校
や

自
治
会
、
市
内
各
種
団
体
等

へ
出
向
き
、
意
見
交
換
・
話

し
合
い
の
場
を
設
け
る
形
で

進
め
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
た
い
。

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
弓
道
競
技
に
つ
い

て
、
会
場
に
観
覧
席
や
控
室

と
い
っ
た
施
設
整
備
が
必
要

で
は
。

議
会
と
し
て
も
無
く

て
は
な
ら
な
い
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
選
手
に

と
っ
て
１
番
良
い
形
、
来
場

者
が
満
喫
で
き
る
よ
う
に

や
っ
て
い
き
た
い
。

崎
田
地
区
津
波
避
難

タ
ワ
ー
の
話
が
あ
っ

た
が
、
中
心
市
街
地
近
辺
で

の
整
備
予
定
は
あ
る
の
か
。

津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
、

海
岸
線
に
近
く
、
高

台
が
無
い
地
区
に
整
備
し
、

地
域
住
民
が
垂
直
避
難
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
。

　
中
心
市
街
地
に
つ
い
て
は
、

海
岸
線
か
ら
比
較
的
離
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
今
の
と
こ
ろ

整
備
予
定
は
な
く
、
高
台
へ

の
避
難
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

各
地
区
の
旧
中
学
校

の
プ
ー
ル
や
体
育
館

に
つ
い
て
、
若
者
の
間
で
流

行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
る
場
所
、
地
域
住
民
が
自

由
に
水
泳
や
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
る
場
所
と
し
て
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

令和５年度串間市議会報告会実施報告
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旧
中
学
校
の
施
設
利

活
用
は
非
常
に
大
事

な
こ
と
で
、
市
と
し
て
も
認

識
は
持
っ
て
お
り
、
試
験
的

な
取
組
も
行
っ
て
い
る
。

　
議
会
と
し
て
も
必
要
が
あ

れ
ば
活
用
に
つ
い
て
提
言
し

て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、

予
算
が
少
な
い
の
で
は
な
い

か
。

人
口
減
少
対
策
は
非

常
に
難
し
い
も
の
で
、

市
民
、
行
政
、
議
会
、
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
総
合
政
策

課
に
人
口
対
策
係
を
設
け
、

関
係
各
課
の
取
組
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
、
新
規
事
業
も

複
数
立
ち
上
げ
て
、
人
口
減

少
対
策
を
一
括
し
て
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
。

市
民
病
院
の
経
営
に

つ
い
て
、
市
と
し
て

財
政
面
で
相
当
の
対
応
を
し

て
お
り
、
今
後
が
心
配
さ
れ

る
が
、
議
会
の
考
え
は
。

今
後
の
病
院
経
営
継

続
に
つ
い
て
は
、
議

会
で
も
相
当
議
論
を
し
て
お

り
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
病

院
と
考
え
て
い
る
の
で
、
側

面
か
ら
努
力
し
た
い
。

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
、
串
間
市
が
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
と
弓
道
の
会
場
に

な
る
が
、
大
会
開
催
後
の
取

組
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。ま

ず
は
、
開
催
前
に

市
民
の
方
々
に
そ
の

競
技
の
魅
力
を
伝
え
、
市
全

体
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
一

番
大
事
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
会
が
終
わ
っ
た

後
に
も
市
内
で
競
技
が
盛
り

上
が
っ
て
い
く
よ
う
、
今
後

も
市
の
方
に
し
っ
か
り
と
訴

え
て
い
き
た
い
。

急
速
な
市
内
の
人
口

減
少
の
状
況
を
見
る

と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
維
持

で
き
る
か
非
常
に
不
安
。
議

会
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

議
会
、
行
政
、
自
治

会
等
が
一
緒
に
な
っ

て
、
串
間
市
全
体
を
ど
の
よ

う
に
し
て
維
持
し
、
ど
う
い

う
あ
り
方
を
目
指
す
べ
き
か

と
い
う
議
論
が
必
要
。

人
口
減
少
対
策
に
つ

い
て
、
企
業
誘
致
に

力
を
入
れ
、
市
内
で
の
働
き

口
が
で
き
れ
ば
、
市
内
に
残

る
人
も
多
く
な
る
の
で
は
。

企
業
誘
致
に
関
し
て

は
、
市
内
求
人
の

多
い
事
務
系
の
企
業
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
市
が
取
組

を
進
め
て
い
る
。

消
防
庁
舎
建
設
予
定

地
の
発
掘
調
査
事
業

に
つ
い
て
、
小
中
学
生
の
発

掘
調
査
体
験
の
話
が
あ
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期

待
し
て
い
る
の
か
。

発
掘
の
体
験
か
見
学

を
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
話
が
あ
り
、
発
掘
さ
れ

た
石
器
や
土
器
を
見
て
も
ら

う
こ
と
で
、
色
々
と
勉
強
し

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

市
内
農
地
が
十
分
に

有
効
活
用
さ
れ
て
い

な
い
と
感
じ
る
。
農
業
関
係

の
地
場
産
業
、
農
業
法
人
を

育
成
す
る
よ
う
な
補
助
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

串
間
市
で
は
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
に

力
を
入
れ
な
い
と
移
住
に
関

し
て
も
進
ま
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
市
内
の
農
業
法
人
へ
の
支

援
を
拡
大
し
、
観
光
面
で
も

農
業
を
活
用
す
る
よ
う
な
取

組
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

Q

Q

Q

Q Q

QQ
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議長挨拶

委員会活動報告

質疑応答・意見交換

閉会
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宮崎県串間市大字西方5550

POSTCARD
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差出有効期間
令和７年１月
31日まで
（切手不要）

料金受取人払郵便

日南局承認

串間市役所議会事務局

859

行

▲点線に沿ってお切りください。　※お手数ですが投函いただく際は、必ず不要になったはがきなど厚紙に全面密着で貼り付けてください。

市議会に対するご意見をお聞かせくだ
さい。

※�　いただいたご意見については、今後の参考とさせていただくほか、
議会だよりの紙面でご紹介することがございます。

　�　また、紙面での紹介にあたり、内容を変えない範囲で添削させ
ていただく場合があります。ご了承ください。

　３月３０日に開催いたしました串間市

議会報告会に多数の市民の皆様の参加を

いただきありがとうございました。

　本市の人口減少対策や働く場所の確保

対策等の多数の提言をいただきました。

　今回は串間中学校より１５名の生徒会

役員の参加があり、２０２７年開催の国

スポ大会の取組や現在進められている文

化財発掘調査の活用等の意見をいただき

ましたので、今後の議会活動で取り組ん

でまいります。

編集後記
編集委員 菊永　宏親

　串間市議会では、３月、６月、９月、１２月の
定例会や臨時会で、市民の皆様の生活に関係の
深い議案などを審議しています。
　「市民に信頼され、役立つ議会づくり」を基本
理念に「串間市議会基本条例」を制定し、市民
の声を市政に反映すべく議会運営と行政が一体
となって取り組んでおります。
　一人でも多くの市民の皆様に、開かれた議会を
ご理解いただく上でも、ぜひ、議会の様子を聞
いてみませんか。
　また、串間市議会の様子については、パソコ
ンやスマートフォン、タブレットで議会中継の様
子がご覧になれるほか、過去の映像についても
視聴可能です。

　傍聴に関するお問い合わせがありましたら、
議会事務局（☎72-0691）までご連絡ください。
　なお、次回６月定例会は、令和６年６月３日
（月）開会予定です。正式な開会日や会期日程
等については、決まり次第、議会のウェブサイ
ト等でお知らせいたします。

議会傍聴のご案内

検 索串 間 市 議 会
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